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2　地方圏の子育て環境をめぐる変化と課題

一方、地方圏は大都市圏にくらべ子育て環境に恵まれた地域として認
識されてきた。特に大都市圏で深刻な低出生率を背景に、若年層の地方
圏から大都市圏への流出を止めるための施策が推進されている。地方圏
の地域活性化や雇用機会創出を狙う「地方創生」政策の前提となった

「増田レポート」では、以下のような警鐘が鳴らされている。すなわち、
今後、地方圏では高齢者の減少（自然減）によって、女性労働者を吸収
してきた病院や介護施設など医療・福祉部門での需要が減少する。それ
に対して、東京などの大都市圏では、急速な高齢化によって福祉部門で
の労働力需要が急増するため、雇用機会を求めて女性が移動する。しか
し、大都市圏は子育てしにくい環境であり、出生率も低い。地方圏から
若年女性が大都市圏へ移動すれば、日本全体の出生率がますます低下す
る事態にもなりかねない、というのである（増田 2014）。このレポートで
は、若年女性の流出によって人口の再生産ができなくなり消滅可能性の
ある自治体が指摘されるなど、全国の地方自治体に大きな衝撃を与えた。
このレポートには、発表後様々な反論が寄せられ、その妥当性の判断に
は一定の留保が必要だが、地方分散政策に強く影響力をもつレポートで
あったことは間違いない。ここでは、そうした地方の子育て環境もまた
変化にさらされており、克服すべき課題があることを示したい。

（1）従来の「地方の子育て環境」像とその変化

1990 年代の保育需給や女性の就業継続について、大都市圏と地方圏
の地域差を示した既存研究に、前田（2004）がある。前田は、1998 年度
の「全国子育てマップ」（厚生省委託調査）をもとに自治体別の保育状況
を分類した。ここでは、待機児童に代表される保育状況（保育供給の充実

度）と女性の働きやすさとして有配偶女性の就業率の各指標を用いて、
大都市都心、大都市郊外、地方都市、地方（農村）の状況が分類されて
いる。まず大都市と「地方」（非大都市圏）では、地方において有配偶女
性の就業率が高く、大都市では低いことが示される。他方、保育状況で
は、山形市などの地方（農村部）では、保育供給量は十分ではないが同

居率の高さが有配偶女性の就業率の高さや高い出生率を支えており、金
沢市や倉敷市などの「地方都市」は保育の供給が十分にある地域として
示されている。また、増田（2014）も、地方圏の子育てしやすさの要因
として、「三世代世帯も多く、おじいちゃん、おばあちゃんのサポート
も大きい」（p.186）ことに言及している。

地方圏の恵まれた保育環境は、出生率の高さによっても示されてきた。
総じて大都市の合計特殊出生率は低く、それ以外の地域では出生率が高
い傾向がある。このような状況から、地方圏は、多くの就業機会を有す
る大都市圏に労働力を供給する「人口供給地」と考えられてきた。保育
環境に恵まれた地方圏から女性が流出することで、日本全国の少子化に
も拍車がかかるといった危惧は、こうした都市と地方の出生力の地域差
とも通底する。

しかし、近年、「人口供給地」として機能してきた地方圏の出生力に
変化が生じていることが指摘されている（松田 2013）。松田は、都道府県
別および地域ブロック別にみた少子化の要因分析を通じて、1990 年代
以降、地方圏でも大きく出生率を下げている地域があることを示した。
1990 年と 2010 年の都道府県別合計特殊出生率では、いずれも東京圏や
京阪神で値が低く、それ以外の地域で高い傾向があるものの、2010 年
の値では最も高い区分に含まれる地域が東北地方ではみられなくなって
いる。1990 年から 2010 年の期間における合計特殊出生率の減少幅は

（図 9-2）、特に東北地方で大きい。松田（2013）は、合計特殊出生率と完
全失業率や若年男性の非正規雇用率との間に負の相関があることを示し、
特に 1990 年代以降の公共事業削減や製造業における雇用悪化が、東北
地方などで合計特殊出生率の低下に影響した可能性を指摘する。

松田の分析は、地域スケールが都道府県別や地域ブロック別であるた
め、地方圏とされる地域のなかにも都市的な地域と農村的な地域が含ま
れており、まとめられた地域ブロック内部でも子育て世帯の生活環境が
相当に異なっている実態を考慮する必要があるものの、地方圏の子育て
世帯をめぐる社会経済状況の変化が出生力に影響を及ぼしている可能性
を指摘した点、ひいては、待機児童数や女性就業率のみでは測れない

「子育てしやすさ（しにくさ）」の地域差を多角的に捉えようとした点で
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